
なっていた。

嵯峨野地域の古墳群

この嵯峨野地域に古墳が築造さ

れるのは６世紀に入ってからのこ

とであるが、この時期に突如とし

て造り出された古墳は、その後７

世紀前半までの間に 200 基近くが

築造されている。その中には、全

長 75 ｍを測る大きな前方後円墳か

ら、直径 10 ｍにも満たない小さな

円墳までが含まれているが、それ

ら大小の古墳は、立地・形態・規

模などからみて大きく３つのグ

ループに分けられる。

第１のグルーブは嵯峨野東南部

の平地に築かれた前方後円墳から

なるもの。第２のグルーブは台地

発見された場所から西へ広がりを

みせていたが、残念ながら工事の

土止めの鋼板にさえぎられて全体

を観察することはできなかった。

その場で工事を一時中断しても

らい、さらに壁面や石をきれいに

して土層観察・実測・写真撮影な

どの記録作業の後に遺物の採集を

行ない、最後に石積みの位置を記

録した。そして数分後には工事業

者の重機によって埋め戻され、再

び地中へとその姿を消した。

今回の石積みの出現した地点は、
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古墳群に位置しており２

号墳の位置にあたることがわかっ

た。しかし、２号墳はすでに道路

敷
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設によって「消滅」したことに

石積みの発見

洛中を離れ嵐山へ続く新丸太町

通が嵯峨野にさしかかるころ、北

に向かい山を越えて周山街道へと
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がある。1992 年６月、この道の峠

付近（右京区梅ケ畑向
むこうのうち

ノ地町）の

下水道工事にともなう立会調査で、

地表下 0.7 〜 2.1 ｍの位置で積み

上げられた数個の石を発見した。

さらに石の周囲の断面をよく観

察すると、工事掘削面北壁には径

40 〜 60cm 大の石がきれいに６段

積み重ねられていたことがわかっ

た（復元図− A）。南壁では石積み

が一部崩れてはいるが 20 数個の石

が現われた（復元図− B）。石群は
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上に点在する中規模の円墳からな

るもの。第３のグループは北方の

丘陵地に群在する直径 10 ｍ前後の

小円墳から構成されている。

これらの古墳は、５世紀後半に

朝鮮半島から移住し、嵯峨野地域

を開発した秦氏一族のものと考え

られている。御堂ケ池古墳群はこ

の第３のグループに含まれる。

御堂ケ池古墳群

御堂ケ池古墳群は、嵯峨野の北

東、山越北方の谷間にあった御堂

ケ池と呼ばれる小さな池の両岸に

営まれたもので、西側の丘陵尾根

上に４基、丘陵斜面上に 17 基、東

側の丘陵裾部に２基、丘陵尾根上

に３基、総数 26 基からなる古墳群

である（分布図参照）。

1960 年代の高度成長の開発の中

で、このあたり一帯も宅地造成と

道路敷設が行なわれることになり、

工事の強行によって一部の古墳が

未調査のまま破壊された。さらに

残った古墳もまもなく同じ運命を

たどることになったため、1964 年

から本格的な発掘調査が開始され

た。しかし、未調査のままで工事

が進められるところがあり、現在

まで総計 11 基が発掘調査されてい

るにすぎない。調査と工事の混乱

のなかで２号墳は「消滅」と記載

された。

現われた２号墳

出土した石積みは、分布図にあ

てはめて見ると２号墳の墳丘のほ

ぼ中心部に位置し、横穴式石室の

東壁の一部分であることがわかっ

た。その後、石室西壁の推定地の

工事掘削に立会ったところ、予想

どおり南北方向に並ぶ石列が現わ

れた（復元図− C）。しかし残念な

ことに、工事の掘削部分が石室の

内側ではなかったことから石室の

幅は確認できなかった。

すでに「消滅」したとされてい

た御堂ケ池２号墳は、道路敷設の

ために破壊されたのではなく、実

は道路の下に埋もれていただけ

だったのである。２号墳は、いま

その姿を垣間みせた。そのわずか

の間に知り得た情報は多くはない。

しかし、「消滅」したとされていた

古墳が残っていたことを確認でき

たことは大きな成果であった。

御堂ケ池２号墳は、多くの謎を

秘めたまま再び姿を隠した。　

 （小檜山一良）

工事掘削面北壁の石積み（復元図− A） 御堂ヶ池２号墳の推定復元図


